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資
記
陀
共
年
御
即
位
有
っ
て
究
班
の
御
門
と
申
諮
る
と
見
・
問
、
紹

上
陀
雑
木
生
茂
り
‘
雑
木
の
中
に
た
も
の
木
あ
り
。
是
は
紳
木
也
と

い
へ
り
。
若
し
此
の
木
陀
指
障
る
事
な
ど
あ
れ
ば
・
必
・
宇

'mMあ
り
と

て・

抽出
加
氏
の
時
よ
り
甚
だ
恐
怖
し
た
り
と
ぞ
o
今
背
骨
品
也
氏
変
に
居

佐
し
、
砧仰木
と
て
今
に
至
り
捺
敬
す
と
い
へ
り
。
按
十
る
陀
・
金
四
陣

街
門
は
+
一
指
名
を
新
磁
と
云
ひ
、
坂
都
市
郎
右
衛
門
は
椴
八
と
て
‘
長

久
寺
に
て
乎
開
国
し
・
十
九
廿
裁
に
て
前
袋
取
り
、
共
の
翠
年
の
背
中

也
。
惣
織
の
河
岸
端
・
北
ハ
の
時
分
迄
町
屋
也
。
知
刊
師
徳
兵
街
と
云
ム

は
沿
ん
ど
取
の
大
名
人
也
。
此
の
者
の
所
へ
鞘
を
級
み
に
間
人
会

り
、
防
り
け
る
を
り
ふ
し
な
り
。
仰
れ
も
若
者
ど
も
と
を
し
ま
ぬ
人

事
政
必
机
聞
に
、
今
の
安
房
殿
町
よ
り
石
市
町
・
長
町
へ
か
け
て
法
航

は
な
か
り
け
り
。
と
あ
り
。
校
や
る
陀
・
日
白
同
定
延
の
す
詞
雑
机
叫
に

は
‘
流
氷
六
年
己
巳
に
係
け
た
り
。
三
笠
紀
と
-
年
の
迷
ひ
あ
れ
ど
、

+
司
馬
場
溢
ま
で
、
止
闘
の
石
浦
村
の
地
也
o
と
あ
り
。
さ
れ
ば
サ
石
油

町
K
石
浦
の
村
落
あ
り
し
頃
は
、
此
の
長
町
=
一番
丁
の
地
、
村
落
の

近
地
に
て
.

m
ま
に
一
紅
殿
あ
り
し
事
さ
も
あ
る
べ
し
。
石
油
刷
出
蹴
州
国
長

混
机
却
に
、
明
正
院
完
京
六
年
十
一
月
八
日
受
姉
、
同
七
年
九
月
十
二

日
削
位
と
あ
れ
ば
、
彼
の
航
時
も
巾
品
武
七
年
氏
午
六
月
の
事
た
る

十
一
年
石
油
郷
七
夕
村
氏
子
連
名
訴
放
を
考
ム
る
に
、
天
疋
八
年
一

月
柴
閉
勝
目
晶
等
加
賀
の
賊
徒
返
討
と
し
て
討
入
り
.
間
三
月
九
日
尾

を
‘
誤
っ
て
六
年
己
巳
忙
係
け
た
る
た
る
べ
し
。
官
家
見
開
銀
得
陀

山
城
主
攻
官
惜
し
け
る
時
、
石
捕
の
枇
殿
及
び
木
地
観
音
堂
兵
火
民
側

も
、
帥
ち
七
年
の
那
と
す
。
さ
て
鬼
川
の
栃
と
い
ふ
は
.
長
町
附
帯

丁
の
幅
削
な
る
べ
く
.
今
い
ふ
鬼
川
橋
は
木
倉
町
の
橋
を
い
へ
る
左

り
け
る
底
・
山
院
長
七
年
三
月

H
九
日
石
浦
山
王
司
法
官
の
訴
を
紀
紋
せ

り
。
さ
れ
ば
天
正
八
年
ま
で
は
、
此
の
長
町
な
る
都
枇
地
に
制
殿
あ
り

り。

し
か
ど
、
兵
火
に
融
り
・
慶
長
七
年
再
興
の
頃
は
、
此
の
地
溢
既
に
武

O
石
浦
山
王
奮
社
地

士
の
邸
地
と
成
り
、
且
石
浦
の
村
跡
も
‘
石
浦
町
と
て
町
地
陀
成
る

長
町
三
番
丁
入
口
北
側
な
る
怒
務
士
浅
加
氏
の
邸
、
民
び
共
の
向
な

陀
依
り
て
、
石
浦
村
主
今
一
耳
ふ
本
多
町
の
地
陀
再
興
せ
し
な
る
べ

る
由
比
氏
の
邸
地
は
・
往
昔
一
匹
峻
の
地
に
て
、
石
浦
山
主
の
笛
枇

地
怠
り
と
云
仰
へ
た
り
。抽出
加
氏
の
邸
内
K
.
敢
跡
と
て
小
高
吉
岡

し
。
さ
て
此
の
長
町
一
ニ
都
町
を
初
め
此
の
地
返
は
・
中
頃
よ
り
野
町

一
脚
明
の
氏
子
と
成
り
た
れ
ど
、

謎
加
氏

山
間
比
氏
は
後
々
ま
で
石
油
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